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ジョージ・W・ブッシュの第1回大統
領就任演説

2024年7月1日にウィキソースから書き出されました。
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← ビル・クリ
ントンの第2
回大統領就任
演説

ジョージ・
W・ブッシュ
の第2回大統
領就任演説 →

ジョージ・W・ブッシュの第1回大統
領就任演説 


作者：ジョージ・W・ブッシュ

以下は、2001年1月20日に、アメリカ合衆国大統領ジョージ・W・ブ
ッシュが行った演説である。

クリントン大統領、来賓諸君、そして我が同胞たる国
民諸君よ。

平和的な権力移転は歴史上稀なことであるが、我が国
においてはごく普通のことである。我々は簡潔な宣誓
によって、古き伝統を再確認し、新たな門出となす。

就任に当たり、我が国に貢献してくれたクリントン大
統領に感謝する。同時に、大統領選を見事に戦い、潔
く終わらせた、ゴア副大統領にも感謝する。

これまで多くの米国の指導者がここに立ってきたし、
今後も多くの者がこれに続くであろう。斯様な場所に
立つことを、光栄に思うと同時に厳粛に受け止めてい
る。

我々は皆、長き物語における役割を持っている。我々
は物語を紡いでゆくが、その結末を見ることはない。
それは、旧世界にとっての友にして解放者となった、
新世界の物語であり、自由に仕える身となった奴隷社
会の物語であり、領有するためでなく保護するため
に、征服するためでなく守護するために世界へ乗り出

https://ja.wikisource.org/wiki/%E3%83%93%E3%83%AB%E3%83%BB%E3%82%AF%E3%83%AA%E3%83%B3%E3%83%88%E3%83%B3%E3%81%AE%E7%AC%AC2%E5%9B%9E%E5%A4%A7%E7%B5%B1%E9%A0%98%E5%B0%B1%E4%BB%BB%E6%BC%94%E8%AA%AC
https://ja.wikisource.org/wiki/%E3%82%B8%E3%83%A7%E3%83%BC%E3%82%B8%E3%83%BBW%E3%83%BB%E3%83%96%E3%83%83%E3%82%B7%E3%83%A5%E3%81%AE%E7%AC%AC2%E5%9B%9E%E5%A4%A7%E7%B5%B1%E9%A0%98%E5%B0%B1%E4%BB%BB%E6%BC%94%E8%AA%AC
https://ja.wikisource.org/wiki/%E4%BD%9C%E8%80%85:%E3%82%B8%E3%83%A7%E3%83%BC%E3%82%B8%E3%83%BBW%E3%83%BB%E3%83%96%E3%83%83%E3%82%B7%E3%83%A5
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%82%AB%E5%90%88%E8%A1%86%E5%9B%BD%E5%A4%A7%E7%B5%B1%E9%A0%98
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%93%E3%83%AB%E3%83%BB%E3%82%AF%E3%83%AA%E3%83%B3%E3%83%88%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%82%AB%E5%90%88%E8%A1%86%E5%9B%BD%E5%A4%A7%E7%B5%B1%E9%A0%98
https://ja.wikipedia.org/wiki/2000%E5%B9%B4%E3%82%A2%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%82%AB%E5%90%88%E8%A1%86%E5%9B%BD%E5%A4%A7%E7%B5%B1%E9%A0%98%E9%81%B8%E6%8C%99
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%AB%E3%83%BB%E3%82%B4%E3%82%A2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%82%AB%E5%90%88%E8%A1%86%E5%9B%BD%E5%89%AF%E5%A4%A7%E7%B5%B1%E9%A0%98
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A5%B4%E9%9A%B7
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した、強国の物語である。これこそ米国の物語なので
ある。欠点もあり過ちも犯すが、崇高かつ恒久的な理
想によって世代を超えて結び付いた、そんな人民の物
語である。中でも最も崇高な理想とは、開花しつつあ
る米国の約束、即ち誰もが国家の一員であり、誰もが
機会を与えられ、無駄に生まれた者などいないという
約束である。米国民は生活の中でも法の中でも、この
約束を果たすことを求められている。時には立ち止ま
ったり、遅れたりもしようが、他の道を辿る訳にはゆ
かないのである。

前世紀の大半を通じて、自由と民主主義に対する米国
の信念とは、言わば荒波に揉まれる岩であった。今や
それは風に乗る種であり、多くの国々に根付きつつあ
る。我々の民主主義的信念は、我が国の信条であるの
みならず、我々の人間性に生来備わった希望であり、
我々が持つのではなく推進する理想であり、我々が継
承してゆく信頼である。そして建国から約225年を経
た今もなお、我々は長き道を旅しているのである。

国民の多くは豊かになっているが、我が国の約束を、
更には正義すらも疑う者もいる。学校の荒廃、隠れた
偏見、生育環境によって、志を挫かれてしまう国民も
いる。時には、我々の相違は余りに深くなっているた
め、我々は同じ大陸に住んではいても、同じ国家に住
む仲間ではないのではないかとすら思えるほどである
[1]。斯様な事態を受忍する訳にも許容する訳にもゆか
ない。我々の団結や和合は、あらゆる世代の指導者ら
や市民らが懸命に築き上げたものである。そして私

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%87%AA%E7%94%B1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B0%91%E4%B8%BB%E4%B8%BB%E7%BE%A9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AD%A6%E6%A0%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8C%97%E3%82%A2%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%82%AB%E5%A4%A7%E9%99%B8
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は、「私は正義と機会のある、団結した国家を築くた
めに働く」と厳粛に誓う。これが手の届くところにあ
ることは判っている。何故なら我々は、己よりも大き
な力、即ち自らの姿に似せて人類を創造した者によっ
て、導かれているからである。そして我々は、団結し
前進するための原理を信ずるからである。

米国は血縁、出自、地縁によって団結してきた訳では
ない。我々は、生育環境を超え、利害を離れ、市民た
ることの意味を教えてくれる理想によって結び付いて
いるのである。全ての児童がこうした原理を学ばねば
ならない。全ての国民がこれらを支持せねばならな
い。そして全ての移民がこうした理想を奉ずることに
より、我が国は米国らしさを減ずるのではなく、増す
ことができるのである。

今日、我々は礼節、勇気、慈愛、品性をもってこの約
束を全うするという、新たな公約を宣言する。米国は
本来、礼節に配慮しつつ、この公約を果たす国であ
る。市民社会においては、我々各自に善意と敬意、公
正な振る舞いと寛容性が求められるのである。平和な
時代においては論争の利害も些細であるだけに、政治
は卑小であっても構わないと考える者がいるやも知れ
ぬ。だが、米国にとっての利害は決して小さくはな
い。もしも我が国が自由という大義を主導せねば、そ
れを主導する者はいないであろう。もしも我々が児童
らの関心を知識や人格へと向けさせねば、我々は児童
らの才能や理想を害するであろう。もしも経済の低迷
を許してしまえば、最も苦しむのは弱者なのである。
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我々は苦楽を共にせよとの求めに応じねばならない。
礼節は、戦略でも感傷でもない。冷笑よりも信頼を、
混乱よりも秩序ある社会をという、決然たる選択であ
る。我々がこの公約を守るならば、共に成就できるで
あろう。

米国は、本来は勇気ある国家でもある。我が国の勇気
は、共通の危機を防ぐことが共通の利益を意味する
時、即ち恐慌時や戦争時において常に明白であった。
現在我々は、父母らの模範によって触発されるのか、
咎められるのかを選択せねばならない。我々は恵まれ
た時代にあろうとも、問題を後の世代に先送りせずに
立ち向かうことによって、勇気を示さねばならないの
である。

我々は共に、多くの若き命を無知や無関心が奪わぬよ
う、国内の学校を立ち直らせる。社会保障やメディケ

ア[2]を改革し、無用の苦労を子らにさせぬよう我々の
代で対処する。経済力を回復させて勤労者の努力と意
欲に報いるため、減税を実施する。弱さに付け込まれ
ぬよう、圧倒的な防衛力を構築する。新世紀を新たな
恐怖の世紀とせぬよう、大量破壊兵器に対処する。

自由の敵、我が国の敵は、知るべきである。米国は、
歴史や己の選択に基づいて世界に関与し続け、もって
自由を促進するような勢力均衡を形成するということ
を。我々は同盟国を守り、国益を守る。我々は驕るこ
となく、意図を示す。侵略や悪意に対しては、決意と

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%81%90%E6%85%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%88%A6%E4%BA%89
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E9%87%8F%E7%A0%B4%E5%A3%8A%E5%85%B5%E5%99%A8
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力をもって立ち向かう。そしてあらゆる国家に対し、
我が国の建国以来の価値観を示す。

米国は本来、慈悲深き国家である。我々は米国人の静
かな良心において、深く根強い貧困が我が国の約束に
悖るということを知っている。そして、その原因に関
する見解はどうであれ、危険に晒される児童らに罪は
ないという点では、我々の意見は一致している。児童
の放棄や虐待は、不可抗力ではなく愛情の欠如であ
る。刑務所の増設は必要かもしれないが、我々の魂の
内にある希望や秩序に代えることはできない。苦痛の
ある所には、義務がある。困窮している米国の人々
は、他人ではなく、我が国の国民である。厄介者では
なく、優先的に救うべき民なのである。絶望した者が
いようものなら、全国民の価値が損なわれてしまう。
政府には、国民の安全、健康、公民権、そして公立学
校に関して大きな責任がある。だが、慈愛は政府のみ
ならず国家全体の務めである。余りにも深い困窮や苦
痛の中には、指導者の助けや牧師の祈りにしか反応し
ないものもあろう。教会、慈善団体、シナゴーグ、モ
スクなどは、地域社会に慈悲を与えるものであり、
我々の計画や法律の中で名誉ある地位を占めるであろ
う。国民の多くは貧困の痛みを知らないが、我々は痛
みを知る者の声に耳を傾けることができる。私は誓
う。「イェリコへの途上で傷ついた旅人を見た時に、
避けて通ったりしない」ことこそ、我々の目標なのだ
と。

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8D%E3%82%B0%E3%83%AC%E3%82%AF%E3%83%88
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%90%E7%AB%A5%E8%99%90%E5%BE%85
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%88%91%E5%8B%99%E6%89%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B7%E3%83%8A%E3%82%B4%E3%83%BC%E3%82%B0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A2%E3%82%B9%E3%82%AF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A8%E3%83%AA%E3%82%B3


7

米国は本来、個人の責任が尊重され、期待される国家
である。責任の奨励とは、他人に責任を負わせること
ではなく、良心に呼び掛けることである。それは犠牲
を必要とするが、より深い達成感をもたらす。我々
は、人生の充実感を選択肢の中のみならず、責務の中
にも見出す。我々は児童と地域社会が我々を自由にし
てくれる責務であることに気付く。我々の公益は、個
人の人格、市民の義務、家族の絆、基本的公平性、そ
して我々を自由へと導く知られざる善行の数々に左右
される。時に我々は人生の中で、偉大な行為を求めら
れることがある。だが、当代のある聖人が語ったよう
に、我々は日々、「大きな愛をもって小さなことをす
る」ことを求められているのである。民主主義におけ
る最も重要な任務は、皆によって為されるのである。
私は、「礼節をもって己の信念を推し進め、勇気をも
って公益を追求し、より大きな正義と慈愛を要求し、
責任を求め、そして責任を持って生きるよう努める」
という原理に基づいて生き、導く。私はこうした手段
を総動員し、我々の歴史の価値観を用いて、当代の問
題を処理する所存である。

諸君の行動は、政府の行動と同様に重要である。諸君
には次のことを求めたい。個人の安楽よりも公共の利
益を追求することを。必要な改革を安易な攻撃から守
ることを。身近なことから国家に奉仕することを。諸
君には国民になってもらいたい。傍観者ではなく国民
に。臣民でなく国民に。奉仕の社会や高潔な国家を築
く、責任ある国民になってもらいたいのである。

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%82%B6%E3%83%BC%E3%83%BB%E3%83%86%E3%83%AC%E3%82%B5
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米国民が寛大で、強く、しかも礼儀正しいのは、己を
信じているからではなく、己を超越する信念を持って
いるからである。この市民精神が失われれば、如何な
る政府の計画もこれに代えることはできない。この精
神がある限り、如何なる悪も太刀打ちできないのであ
る。

独立宣言に署名した後、ヴァージニア州の政治家ジョ
ン・ペイジはトマス・ジェファスンに宛ててこう綴っ
た。「足の速い者が競走に勝つとは限らないし、強い
者が戦闘に勝つとは限らない。君は、天使が旋風に乗
り、この嵐を導いているとは思わないか?」と。ジェ
ファスンの大統領就任以来、長い月日が過ぎた。年月
と変化が積み重なってきたが、ジェファスンも理解す
るであろう。今日の主題が「勇気という我が国の壮大
な物語、尊厳という我が国の純粋な夢」であること
を。

この物語を書き上げるのは我々ではなく、己の目的の
ために悠久の時を費やす者である。だが、その目的は
我々の義務によって達成され、我々の義務は相互扶助
によって果たされる。倦まず、屈せず、中断せず、今
日我々は目的を新たにする。我が国をより公正で寛大
なものにするために、そしてあらゆる生命の尊厳を支
持するために。

この取り組みは継続する。この物語は続いてゆく。そ
して天使は今なお旋風に乗り、この嵐を導いているの
である。

https://ja.wikisource.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%82%AB%E7%8B%AC%E7%AB%8B%E5%AE%A3%E8%A8%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%90%E3%83%BC%E3%82%B8%E3%83%8B%E3%82%A2%E5%B7%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B8%E3%83%A7%E3%83%B3%E3%83%BB%E3%83%9A%E3%82%A4%E3%82%B8(%E3%83%90%E3%83%BC%E3%82%B8%E3%83%8B%E3%82%A2%E5%B7%9E%E3%81%AE%E6%94%BF%E6%B2%BB%E5%AE%B6)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%88%E3%83%BC%E3%83%9E%E3%82%B9%E3%83%BB%E3%82%B8%E3%82%A7%E3%83%95%E3%82%A1%E3%83%BC%E3%82%BD%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A9%E4%BD%BF
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[ヘルプ]

諸君に神の祝福があらんことを。そして米国に神の祝
福があらんことを。




訳註

1. ↑ 原文は「it seems we share a continent, but
not a country」。逐語訳をするならば、「我々は
国家ではなく大陸を共有しているように見え
る」。

2. ↑ メディケア (Medicare) とは、国民皆保険制度の
ない米国が導入した、医療保険制度。高齢者や身
体障害者を対象とする。




底本
naugural Address of George W. Bush; January 20,
2001（イェール大学HP内）

訳者
初版投稿者（利用者:Lombroso）

外部リンク

在日米国大使館HP内資料（日本語）

https://ja.wikipedia.org/wiki/Help:%E8%84%9A%E6%B3%A8/%E8%AA%AD%E8%80%85%E5%90%91%E3%81%91
http://avalon.law.yale.edu/21st_century/gbush1.asp
http://tokyo.usembassy.gov/j/p/tpj-j084.html
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この文書は、アメリカ合衆国において
は、同国の著作権法に基づき、同国の
連邦政府と雇用関係にある公務員がそ
の職務上作成したアメリカ合衆国政府
の著作物（17 U. S. C. §105（参考和
訳））に該当するため、パブリックド
メインの状態にあります。また、日本
国においては、同国の著作権法13条に
規定するもの（憲法その他の法令、通
達、判決など）に該当するアメリカ合
衆国政府の著作物のみに限り、パブリ
ックドメインの状態にあると解されま
す。それ以外の国では、当該国の著作
権法に基づいて、著作権の対象である
か否かが判断されます。

これは、アメリカ合衆国政府の著作物につい

てのみ効力を有します。アメリカ合衆国の各

州、郡、その他の地方自治体が作成した著作

物に対しては適用できません。また、日本国

著作権法13条に規定するものに該当しないア
メリカ合衆国政府の著作物の場合、日本国内

において著作権が発生しているものとして扱

われることになると解されるため、この著作

権タグのみでは著作権ポリシーの要件を満た

すことができません。その場合は、日本国の

著作権上パブリックドメインの状態にある

か、またはCC BY-SA 3.0及びGDFLに適合し

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%82%AB%E5%90%88%E8%A1%86%E5%9B%BD%E6%94%BF%E5%BA%9C%E3%81%AE%E8%91%97%E4%BD%9C%E7%89%A9
https://en.wikisource.org/wiki/United%20States%20Code/Title%2017/Chapter%201/Sections%20105%20and%20106
http://www.cric.or.jp/gaikoku/america/america_c1a.html#105
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%91%E3%83%96%E3%83%AA%E3%83%83%E3%82%AF%E3%83%89%E3%83%A1%E3%82%A4%E3%83%B3
https://ja.wikisource.org/wiki/%E8%91%97%E4%BD%9C%E6%A8%A9%E6%B3%95#a13
https://ja.wikisource.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Nuvola_apps_important.svg
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%82%AB%E5%90%88%E8%A1%86%E5%9B%BD%E3%81%AE%E5%B7%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%83%A1%20(%E3%82%A2%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%82%AB%E5%90%88%E8%A1%86%E5%9B%BD)
https://ja.wikisource.org/wiki/%E8%91%97%E4%BD%9C%E6%A8%A9%E6%B3%95#a13
https://ja.wikisource.org/wiki/Wikisource:%E8%91%97%E4%BD%9C%E6%A8%A9
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たライセンスのもとに公表されていることを

示すテンプレートを追加してください。

原文の著作権・ライセンスは別添タグの通
りですが、訳文はクリエイティブ・コモン
ズ 表示-継承ライセンスのもとで利用できま
す。追加の条件が適用される場合がありま
す。詳細については利用規約を参照してく
ださい。

 

https://ja.wikisource.org/wiki/%E3%83%98%E3%83%AB%E3%83%97:%E8%91%97%E4%BD%9C%E6%A8%A9%E3%82%BF%E3%82%B0
http://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/deed.ja
https://foundation.wikimedia.org/wiki/%E5%88%A9%E7%94%A8%E8%A6%8F%E7%B4%84#7._.E3.82.B3.E3.83.B3.E3.83.86.E3.83.B3.E3.83.84.E3.81.AE.E5.88.A9.E7.94.A8.E8.A8.B1.E8.AB.BE
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About this digital edition
This e-book comes from the online library Wikisource[1].
This multilingual digital library, built by volunteers, is
committed to developing a free accessible collection of
publications of every kind: novels, poems, magazines,
letters...

We distribute our books for free, starting from works not
copyrighted or published under a free license. You are free to
use our e-books for any purpose (including commercial
exploitation), under the terms of the Creative Commons
Attribution-ShareAlike 3.0 Unported[2] license or, at your
choice, those of the GNU FDL[3].

Wikisource is constantly looking for new members. During
the realization of this book, it's possible that we made some
errors. You can report them at this page[4].

The following users contributed to this book:

Lombroso
CES1596
Kwj2772
HapHaxion
Tene~commonswiki
Rocket000

https://ja.wikisource.org/wiki/Main_Page
https://www.creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/
https://www.gnu.org/copyleft/fdl.html
https://ja.wikisource.org/wiki/Wikisource:Scriptorium
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Ipankonin
PatríciaR
Uwe Dedering
Ssolbergj
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Ka56789
AndreyKva
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1. ↑ https://wikisource.org
2. ↑ https://www.creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0
3. ↑ https://www.gnu.org/copyleft/fdl.html
4. ↑ https://wikisource.org/wiki/Wikisource:Scriptorium
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